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タマカイ70個体を陸上親魚群，イケス親魚群，および小型群に分けて飼育した．陸上親魚群の成長

は停滞したが，イケス親魚群では最大個体が体重 60kg を超え，今後も成長を続けると考えられた．

2007 年 5~6 月に陸上親魚群とイケス親魚群に雄性化処理として，アロマターゼインヒビター（陸上

親魚群のみ）とメチルテストステロンを投与した．雄性化の状況は未確認である．陸上親魚群に対し

て GnRHa（42mg/kg）と HCG（400IU/kg）を同時投与し，産卵を誘発したが産卵はなかった．小

型群は伊平屋島から活魚タンクで輸送した．配合飼料から生餌への切り替えや，ハダムシ類の寄生の

影響により成長が遅かった． 

 

 

目 的 

沖縄県内で行われている魚類養殖のうち，ヤイトハタは

魚価が高値で安定し，成長も良く（大嶋ほか，2001；中村

ほか，2000），県外からの需要も期待できる．しかし，疾

病による被害が大きく，現在，対策となる研究が進められ

ている（中村ほか，2007；狩俣ほか，2007a）．また，養殖

対象種を多様化させ漁業経営の安定を図る目的から，新た

な養殖魚（ハタ類）の要望も強い．そこで，ヤイトハタ同

等の成長が見込める（金城ほか，2003），大型ハタ類タマ

カイの採卵を目的に親魚養成を行った． 

 

材料及び方法 

タマカイは陸上親魚群，イケス親魚群，および小型群に

分けて飼育した（表1）．餌は，陸上親魚群およびイケス親

魚群には，冷凍魚類（スマ，ヒラソウダ，ヤマトミズンな

ど）と冷凍イカ類（ソデイカ，スルメイカ）を与えた．餌

の表面には栄養添加剤（ヘルシーミックスⅡ：ビタミック

スE：乾燥胆末を20：1：1に混合したもの）を付着させた．

小型群の餌は，配合餌料（ノヴァd-10）と冷凍魚類（ミン

チ，ぶつ切り）を与えた．給餌頻度は1-3回／週とし飽食量

給餌した． 

陸上親魚群陸上親魚群陸上親魚群陸上親魚群 タマカイ11個体（体重35kg程度）を陸上

200kL角形水槽（9 9 2.5m）で飼育した．換水率は

0.7-0.9回転／日程度とした．2007年3月7日，10月16日お

よび2008年5月14日に体長と体重測定を行った．麻酔には

150ppmの2-フェノキシエタノールを使用した． 

2007年5月24日に雄性化処理として，2個体に対してアロ

マターゼインヒビター（AI）0.8~0.08mg/kg，およびメチ

ルテストステロン（MT）4mg/kgの混合投与を行った．薬

剤はカカオバターに含めて腹腔内投与した．また，コント

ロールとして2個体にカカオバター3.0mlのみを投与した． 

2007年8月22日（月齢8.3）に，産卵促進のために6個体

に対して，生殖腺刺激ホルモン放出ホルモンアナログ

（GnRHa）42mg/kg，および人絨毛性性腺刺激ホルモン

（HCG）400IU/kgを同時に処理した． 

イケスイケスイケスイケス親魚群親魚群親魚群親魚群 タマカイ26個体（体重40kg程度）を，川

平湾内に設置した海面生簀3基に分けて養成した．イケス

網は5 5 5m（目合い50mm）で，アンカーにはコンク

リートブロックを用いた．2007年3～4月と11～12月に体

長と体重測定を行った．2007年6月に，雄性化処理として

MT4mg/kgを4個体に対し処理し，コントロールは前記述

と同じ方法で2個体に処理した． 

奄美大島（台湾産） 5 文献（多和田ほか，2004)

栽セ※（台湾産2001年生産魚） 6 文献（狩俣ほか，2007b）

イケス親魚群 栽セ（台湾産2001年生産魚） 26 42.0 (61.0～26.6) 文献（狩俣ほか，2006）

小型群 伊平屋（台湾産2006年生産魚） 33 1.5  (2.5～0.9) 2007年に伊平屋漁協から購入。

※栽セ：沖縄県栽培漁業センター

陸上親魚群

表1. 親魚養成したタマカイの履歴一覧

35.4 (42.0～26.8)

平均 （最大～最小）

体重 (kg)
群名 導入先（素性） 個体数 備考

－113－



狩俣，木村 

小型群小型群小型群小型群 2007年10月に，2006年生まれの台湾産タマカ

イ33個体（体重1.2kg程度）を伊平屋漁協から購入した．

輸送方法は，伊平屋島から沖縄県栽培漁業センター（以下

「栽セ」と略す．本部町）に搬入し，4日間養生した後，

沖縄県水産海洋研究センター石垣支所（以下「支所」と略

す．石垣市）に搬入した．輸送には1kL活魚タンクを用い

酸素通気を行った．なお，栽セから支所へ輸送の際に，ケ

ージに収容したイシガキダイ5個体（体重16kg程度）も同

じ活魚タンクに入れて運んだ．支所に搬入後，タマカイは

水槽内に設置したモジ網（3 3 丈2.5m，目合い7mm）

に収容した．イシガキダイは海面イケスに収容した．2007

年12月，2008年2月，および2008年4月に体長測定を行っ

た． 

 

結果及び考察 

 陸上親魚群陸上親魚群陸上親魚群陸上親魚群    昨年度に引き続き（狩俣ほか，2007a），成

長は緩やかでほぼ横ばいとなった（図1, 2）．例年同様，夏

場の摂餌量が上昇しないことが原因と考えられ（狩俣ほか，

2007b），同様の現象が今年度も引き続き観察された（図3）． 

雄性化処理後，腹部圧迫による排精は見られなかった．

カニュレーションや採血などを行わなかったので，雄性化

の有無は確認できなかった．産卵誘発の結果，腹部の張り

出す個体が無く産卵はなかった．飼育しているタマカイは，

成熟した卵巣および精巣を有する体サイズに達している

（狩俣ほか，2007b）．しかし，産卵行動が無く卵の確保に

は至っていない．今後，GnRHaをカカオバターに含めて

処理し，比較的緩やかに成熟を促進させた後，GnRHaと

HCGの同時投与を行うなどの改良が必要であろう． 

イケスイケスイケスイケス親魚群親魚群親魚群親魚群    摂餌が良好で（図3），11～12月の測定時

には最大個体の体重が60kgを超えた（図2）．今後，さらな

る大型化が予想され，人力での魚体の取り扱いが困難にな

ると考えられる．    

飼育期間中，1個体の腹部が膨満し浮上横転した．そこ

で，狩俣ほか（2007a,b）に従って注射針でガス抜きを行

った．その後，陸上40kL円形水槽に陸揚げし，銅イオン発

生装置（和光技研）で銅イオン濃度50-100ppbとして飼育

した結果，状態は改善した． 

MT処理後の雄性化の状況は確認できなかった．狩俣ほ

か（2007a）では，マハタ（土橋，2005）同様にMT処理

後2ヶ月で雄化しており，今回処理した個体も雄化してい

る可能性がある．次年度以降確認し，受精卵の確保に役立

てたい． 

小型群小型群小型群小型群 栽セから支所への輸送中の水温は27.0-27.6℃

で，輸送中の斃死はなかった．導入当初は生餌（冷凍魚類）

に餌付いていなかった．そのため，配合飼料から3ヶ月程

度で徐々に生餌給餌に切り替えた．餌の切り替えは，ヤイ

トハタやチャイロマルハタに比べて時間がかかった．2007

年12月に，餌食いが低下し，また目が白濁した個体が観察

された．原因はハダムシ類の寄生であったため，淡水浴を

実施した．その後，銅イオン発生装置を用いて，飼育水の 

図1. タマカイの全長変化
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図2. タマカイの体重変化
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図3．タマカイの月別摂餌量
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図4.伊平屋群の平均全長と平均体重の推移
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タマカイの親魚養成 
 

銅イオン濃度50-100ppbを半月程度保ち完全に駆虫した． 

 平均体重は，4ヶ月で300g程度と緩やかに増加した（図

4）．輸送，餌の切り替え，およびハダムシの寄生などのス

トレスにより成長が遅くなったと思われる．また，タマカ

イには通常みられない黒斑点を呈する1個体がいることか

ら，ヤイトハタなど別種とのハイブリッドである可能性も

否めない． 
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